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小学校６年生＊単元確認テスト＊２学期① 拡大図と縮図 

  組  番 名 前 
 

 

 

       /１０

１ 下の図の三角形の中で、形が同じで大きさがちがう図形の組を３つ選びましょう。（３点） 

 

 

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

 

２ 下の三角形ＡＢＣを  に縮小した三角形ＤＥＦ 

を下の□の中にかきましょう。（２点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ２００ｍの長さを５ｃｍに縮めて表した縮図があります。次の問いに答えましょう。（３点） 

 

（１）縮尺を分数と比で表しましょう。  分数           比 

   ２００ｍ＝２００００ｃｍ 

（２）この縮図で表された長さが４ｃｍのとき、実際の長さは何ｍですか。 

   ４×４０００＝１６０００  

   １６０００ｃｍ＝１６０ｍ 

３ 下の四角形ＡＢＣＤの２倍の拡大図を

かきましょう。（２点） 
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小学校６年生＊単元確認テスト＊２学期② データの調べ方 

  組  番 名 前 
  

           /１０

１ 下の図は、太郎さんの組の男子２０人のソフトボール投げの記録をドットプロットに表したも

のです。 

  

 

   

 
 
 

（１）最頻値
さいひんち

、中央値を求めましょう。（１点×２）  最頻値
さいひんち

        中央値 

 

（２）下の表の空らんに数を記入し、     （３）ソフトボール投げの記録をヒストグラムに 

度数分布表を完成しましょう。（全正３点）   表しましょう。（１点） 
 

        ソフトボール投げの記録           ソフトボール投げの記録 

きょり（ｍ） 人数

１５以上～２０未満 ２ 

２０  ～２５ １ 

２５  ～３０ ７ 

３０  ～３５ ４ 

３５  ～４０ ５ 

４０  ～４５ １ 

合  計 ２０ 

 
 

（４）３５ｍ以上投げた人の度数の割合は、全体の度数のおよそ何％ですか。（１点） 

６÷20＝0.3    0.3×100＝30 
 
 
 

２ 富山県の人口の変化と予測は次のグラフのようになっています。 

（１）2000 年の富山県の総人口はおよそ何

人ですか。また、総人口をもとにした 65

才以上の人口の割合は、およそ何％で

すか。(各１点) 

 

人口                  

 

65 才以上の 

人口の割合  

230÷1100＝0.21   0.21×100＝21 

 

（２）1990 年から 2020 年にかけての、65 才以上の割合の変化の様子を説明しましょう。（１点） 

 

 

 

およそ３０％ 

およそ 

１１０００００人 

およそ２１％ 

 富山県の総人口が減っているのに対し、６５歳以上の人口は年々増えている。 
したがって、６５歳以上の割合はだんだん大きくなっている。 

65 才以上の人口 
千人 千人

（年）
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小学校６年生＊単元確認テスト＊２学期③ 円の面積 

  組  番 名 前  
計 

        /10 

 

１ 円の面積を求める公式を     に言葉で書きましょう。（１点） 

  

 

 

２ 次の図形の面積とまわりの長さを求めましょう。（全正各１点） 

 （１）         ＜面積＞ 

              (式) １２÷２＝６ 

                 ６×６×3.14＝113.04 

＜まわりの長さ＞ 

              (式) １２×3.14＝37.68 

 

 

 

 （２）         ＜面積＞ 

              (式)  ５×５×3.14÷２＝39.25 

 

＜まわりの長さ＞ 

              (式) ５×２×3.14÷２＝15.7 

                                 15.7＋５×２＝25.7 

 

 （３）         ＜面積＞ 

              (式)  ６×６×3.14÷４＝28.26 

 

＜まわりの長さ＞ 

              (式)  ６×２×3.14÷４＝9.42 

                                  ６×２＋9.42＝21.42 

 

３ 色をぬった部分の面積の求め方を図や言葉などを使ってかき、計算して面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
   (式)   １０×２＝２０ 

２０×２０＝４００ 
      １０×１０×3.14＝３１４ 
      ４００－３１４＝８６ 

（３点） 

１２㎝ 

５㎝ 

６㎝ 

10ｃｍ 

10ｃｍ 10ｃｍ

10ｃｍ

113.04cm2 

37.68cm 

39.25cm２ 

28.26cm２ 

＜求め方＞              

（例） 

 １辺が２０cm の正方形の面積から半径１０cm の円の

面積をひいた分が色をぬった部分の面積になる。 

 

 

 

   

 ８６cm２ 

25.7cm 

21.42cm 

半径 半径 円の面積＝     × 半径  ×   ×      半径 半径 円周率 



小学校６年生＊単元確認テスト＊２学期④ 角柱と円柱の体積 

  組  番 名 前  
 

        /10 

 

１      の中にあてはまる言葉を書きましょう。（全正各１点） 

  (１) 右の四角柱のアの部分を四角柱の      といい、その面積を    

         といいます。（全正） 

 

 (２) 角柱、円柱の体積は、      ×       の公式で求めら 

れます。 

    

２ 下の角柱や円柱の体積を求めましょう。（全正各２点） 

(１)   

式  

 

答え 

 

 

(２)               

 式 

 

 

答え 

 

(３)  

 

式 

 

答え 

 

３ 下のような立体の体積を、まことさんの考え方にそって求めましょう。(２点) 

 

 

 

 

              式 

 

 

 

答え 

底面 

底面積 

底面積 高さ 
ア

３５×４＝１４０ 

１４０cm3 

（７×４÷２）×５＝７０ 

（１０÷２）×（１０÷２）×3.14×６＝４７１ 

４７１cm3 

７０cm3 

10㎝ 

６㎝ 

ぼくは、底面積を求めてから高さをかけるという方法

で、左の立体の体積を求めました。 

底面積  ６×８－４×３＝４８－１２＝３６ 

体積   ３６×７＝２５２ 

２５２cm3 

まことさん

４㎝ 

３５㎝２ 

４㎝ 
７㎝ 

5 ㎝ 

３㎝ 
４㎝ 

７㎝ 

６㎝ 

８㎝ 

（例） 

（例） 



 1 0

１

 1 1 0

 9 0

 8 0

 7 0

 6 0

 5 0

 4 0

 3 0

 2 0

 1 0 0

○ア  

○イ  

小学校６年生＊単元確認テスト＊２学期⑤ 比例と反比例 

   組  番 名 前  
 

  /10 

 
１ ２つの量が比例するものには○、反比例するものには△、どちらでもないものには×をつけまし

ょう。（全正１点） 
（ 〇 ）１個３５円のみかんを買う時の、買う個数と代金 
 
（ × ）兄の身長と弟の身長 
 
（ △ ）面積が２４㎠の長方形の、縦の長さと横の長さ  
 
２ 下の表は、おもちゃの車が何秒でどれだけ進んだかを調べたものです。 
 

 
 
 

（１）きょりは時間に比例していますか。（１点） 

  
 
 （２）ｙをχの式で表しましょう。（１点）       

 
                            
 （３）時間が３.５秒のときのきょりは何㎝ですか。(１点)  

20×3.5 

 
 （４）χとｙの関係をグラフに表しましょう。（２点） 

 
 
３ ある紙の枚数と重さの関係を下の表にまとめました。（１点×２） 

 
 
 

（１）この紙が９０枚あります。重さは何ｇでしょう。 
    （例）枚数をχ、重さをｙとすると  y=６×χ ６×90=540 

 （２）この紙が７２０ｇあります。何枚あるといえるでしょう。     
    （例）720=６×χ    χ=720÷６=120 

 

４ ２４Ｌ入る水そうに水をいっぱい入れる場合の、１分間に入れる水の量χ(Ｌ)とかかる時間 
ｙ(分)との関係を調べます。 

 （１）表の○ア、○イに数を書きましょう。（全正１点） 
  
 
 
 
 
 
 （２）ｙをχの式で表しましょう。（１点） 

時間χ(秒) １ ２ ３ ４ ５ 

きょりｙ(㎝) ２０ ４０ ６０ ８０ 100 
     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

枚数（枚） １０ ２０ ３０ ４０ 

重さ（ｇ） ６０ １２０ １８０ ２４０ 

1分間に入れる水の量χ（Ｌ） １ ２ ３ ４ ６ ８ １２ ２４

かかる時間    ｙ(分) ２４ １２ ８ ６ ４ ３ ２ １ 

ｙ(㎝)

(秒)χ 

   比例している 

  ｙ＝２０×χ 

  ７０ｃｍ 

１２０枚 

５４０ｇ 

０ ２ ３ ４ ５

車が進んだ時間ときょり 

ｙ＝２４÷χ 



(      ) 

(      ) 

小学校６年生＊単元確認テスト＊２学期⑥ 並べ方と組み合わせ方 

  組  番 名 前 
  

        /１０ 

１ かずやさんとめぐみさんは、「メダルを続けて３回投げるときの表と裏の出方」が、８通り 

あることを調べました。 

  ２人の調べ方に合うように、( )の中に、○か●を書きましょう。(全正２点) 
 

   ＜かずやさんの調べ方＞             ＜めぐみさんの調べ方＞ 

１回目 ２回目 ３回目  １回目 ２回目 ３回目 

○ 

 

 

○ 
 

 
○  ○ ○ ○ 

  ● ○ ○ ● 

 
● 

 
 

○ ○ ● ○ 

  ● ○ ● ● 

● 

 

 

 

○  

 
 

○ ● ○ ○ 

  ( ● ) ● ( ○ ) ( ● ) 

   

 ● 

 
 

( ○ ) ● ● ( ○ ) 

  ( ● ) ( ● ) ( ● ) ( ● ) 

 

２ 次の図のように、Ａ町とＢ町のあいだには２本の道があり、Ｂ町とＣ町のあいだには３本の

道があります。 
 Ａ町からＢ町を通ってＣ町へ行く方法は何通りありますか。 (２点) 

 

      

                          

６ 通り 

 
３ あきらさん、いさむさん、うたこさん、えりかさんの４人のグループの中で、リーダーと副リーダ

ーを選び出します。 
リーダー、副リーダーを誰

だれ

にするかという選び方は、ぜんぶで何通りありますか。(２点)  

１２ 通り 

 

４ まさるさんは、１，２，３の３枚
まい

のカードを使って、３けたの整数をつくりました。でも、 

どこかがまちがっていることに気がつきました。下の    の（  ）や｛  ｝にあては

まる言葉や数字を入れましょう。 (全正４点)  

 

 
 

つくった３けたの整数を、（ 小さい )数から、（ 順序 ）よく並べると、  

｛ 123 、132  、213  、231 、312 、321   ｝となる。だから、（ ６ ）通り。 

 

Ａ 

町 
Ｂ 

町 

Ｃ
町 

＜まさるさんの答え＞ 

｛ １２３、 ２３１、 ３１２、 ３２１、 ２１３、 １３２、 ３２１ ｝→７通り 
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